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V321a 地球オーロラ観測ロケット LAMP-2に向けたX線撮像分光観測装置の開発
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LAMP-2は宇宙空間と地球大気圏結合の理解を目指す地球オーロラ観測ロケット実験であり、我々は LAMP-2
搭載の X線撮像分光観測装置を開発している。LAMP-2では地球に降り込む電子のエネルギー分散を、観測ロ
ケット高度からの光学・X線観測と地上の大気レーダーを組み合わせ、宇宙空間から中層大気までを包括的に観
測し、数値シミュレーションと統合し検証する。現在NASAに提案中であり、2027年度冬の打ち上げを予定して
いる。LAMP-2には従来のプラズマ粒子・磁場・光学測定機器に加え、新たにX線撮像分光装置の拡充を図る。
本装置には CMOS検出器及び小型サイズ (=小口径かつ短焦点距離)のX線望遠鏡を搭載予定である。
現在我々は、観測機器の主要デザインパラメータの最適化を図るため科学検討シミュレーションと反射鏡多層

化システムの構築を進めている。科学検討では、各高度に降り込む電子のエネルギー分布を仮定し (Miyoshi et
al., 2020)、その電子が放射するエネルギースペクトルを推定し、観測方法ごとに期待される光子統計及び観測精
度を調べている。また有効面積の向上を目指し、複数反射鏡間の光軸を並進・回転方向に高精度に配置する方法
の検討を進めている。本講演では科学検討および開発の現状について紹介する。


